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（１）指摘事項　

該当なし

（２）監査意見　

（３）決算審査意見

２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況 　
該当なし

１　前年度指摘事項等に対する措置等

監　査　意　見 措置状況等
　NPO法人鳥取県医療連携ネットワークシステム協議会においては、令和
２年度よりホームページやチラシを作成するとともに、薬剤師会等の関係
団体への説明会を継続して実施するなど、システムのPRの強化に取り組
んでいるところであり、県においても新聞広告、県ホームページへの掲載
や東部保健医療圏地域保健医療協議会でシステムの概要説明を行うな
ど、県民・関係機関への周知に取り組んでいる。
　さらなる参加医療機関の拡大に向けて、県とNPO法人で必要な取組内容
を適宜協議しながら引き続き連携して実施していく。
　＜NPO法人の主な取組＞
　　・県民向けホームページの作成・公表（R2.7～）
　　・おしどりネットの使用実例についてYouTube動画を配信（R2.10～）
　　・患者向けチラシ作成・配布（R2.12～）
　　・薬剤師会への説明会の実施（R3.2）
　＜鳥取県の主な取組＞
　　・新聞広告（日本海・山陰中央）の掲載（R3.2）
　　・県ホームページへの掲載・公表（R3.3～）
　　・東部保健医療圏地域保健医療協議会での概要説明の実施（R3.3）

２　電子カルテ相互参照システム（おしどり
ネット）の参加医療機関等の拡大について
　おしどりネットは、医療機関の診療情報（電
子カルテ、検査結果、画像等）を他の医療機
関で閲覧できるようにすることにより、患者と
医療機関のどちらにも効率的で無駄のない
医療を実現するネットワークシステムとして構
築されてきたところである。
　しかし、県が運営費を補助して８年が経過し
たが、現在の県内医療機関の参加率は病院
で56％、診療所で11％と十分に普及している
とは言えず、特に診療所では西部の17%に対
して東中部では５％前後の参加率にとどま
り、地域格差も見受けられる。
　また、令和４年度以降は運営費が地域医療
介護総合確保基金の対象として認められなく
なり、参加医療機関等からの負担金のみで
の運営が必要となることから、参加への働き
かけの妨げとなり、地域格差の固定が懸念さ
れる。
　ついては、県としてもおしどりネットのメリッ
トを広く県民へ周知するとともに、医療機関、
とりわけ診療所における電子カルテの普及促
進も含めて、運営主体であるＮＰＯ法人鳥取
県医療連携ネットワークシステム協議会とも
連携して参加医療機関等の拡大に努められ
たい。

決算審査意見 処理状況等
　令和元年度の一般会計収入未済額の合計
は19億8,487万円で、前年度に比べ1億6,939
万円減少している。
　各債権所管課では、収入未済発生の未然
防止や滞納初期における対応の徹底、また、
滞納者への継続した督促や弁護士等への回
収委託の活用など、債権管理事務取扱要領
等に基づいて着実に取り組んでいると認めら
れる。
　ついては、県税では、これまで以上に市町
村・関係機関等と連携した滞納整理等の取
組を推進し、税外収入では、債権管理事務取
扱要領等に沿って、収入未済発生の未然防
止など債権の適正な管理、回収に引き続き
取り組まれたい。

　収入未済額の主な内容は、看護職員修学資金返還金と理学療法士等修
学資金返還金である。
　滞納者に対しては、継続的な督促を行うとともに、経済状況に応じて分割
納付を勧奨するなどの取組を中心に債権管理に努めるとともに、回収が困
難な案件については、早めに債権回収会社に債権回収業務を委託するな
どの対応を行っている。
　また、修学資金の貸付に当たっては説明会等で修学生及び保護者に制
度の説明と、返還の仕組み等について説明を行っており、引き続き、これら
の取組みを通じて、収入未済額の減少と収入未済発生の未然防止に努め
ていく。
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３　職員の定員、現員調べ

3.4.1
現在

2.4.1
現在

3.4.1
現在

2.4.1
現在

3.4.1
現在

2.4.1
現在

3.4.1
現在

2.4.1
現在

13 13 4 4 0 0 17 17

(1) (  ) (51) (44) (  ) (  ) (52) (44)

16 15 46 44 0 0 69 61

3 2 49 42 0 0 52 44

0 0 0 0 0 0 0 0

3 3 0 0 0 0 3 3

４ 役付職員の調べ

（令和２年７月１日現在）

年 月

医療人材確保室長

職　　　　　名

課　　　　長

福井　恒

会計年度
任用職員

臨 時 的
任用職員

定　　　　員

備　　　　　考
 計

【病気休職】1名（事務）
【育児休業】1名（医師）
【派遣】　 50名（医師）
（派遣先／人数の内訳）
・鳥取県立中央病院／15名
・鳥取県立厚生病院／8名
・鳥取市立病院／1名
・佐治町診療所／1名
・岩美病院／4名
・智頭病院／4名
・名和診療所／1名
・西伯病院／2名
・日南病院／2名
・日野病院／2名
・鳥取赤十字病院／1名
・鳥取大学医学部附属病院／6名
・米子医療センター／2名
・兵庫県立こども病院／1名

現業職員技術職員      　  種別

区分

在職期間
氏　　　　　　名

会計年度任用職員（事務員）３名

事務職員

0

3

課　長　補　佐 木原　直樹

課　長　補　佐 西尾　 務

課　長　補　佐 山内　宏悦

1

3

1 3

3 4年 3月

0

3 3

課　長　補　佐 森下　和也 1 3 3年 3月

参         事 角田　智玲

4年 3月

備　　　　考

現　　　　員

3

過不足(△)

笠見　孝徳

0
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５　主な事業に関する調べ
（単位：千円）

国庫支出金 起　債 その他 一般財源

239,250 239,250
16,774 16,774
36,900 36,900
2,419 2,419

ア 目的及び事業の実施状況

　目的

　事業の実施状況

イ 令和2年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

ウ 成果及び効果
　様々な医師確保対策の実施により県内、医療機関の医師数は増加している。

　医師の県内への定着を図るため、医師養成確保奨学金貸与者の臨床研修は、県内の病院が管理を行う臨床研修に限定する条例改正を行っ
た。（令和2年4月1日施行）

（ア）

政策項目 -
令和新時代創生戦略 -

　全国的に医師不足が指摘される中、本県においても医師不足や医師偏在による問題が顕在化してきており、県の医療体制の維持、向上に支
障を及ぼさぬよう、医師の確保を図る。

（イ）

（４）医師確保対策推進事業
○県内の医師確保を推進するため、問合わせのあった医師と交渉、及び県内医療機関へのあっせん紹介を実施した。
○県内の医療機関の医師不足に対応するため、鳥取県医師登録・派遣システムにより、県内医療機関への派遣を行った。
○県内外で広く活躍する、鳥取県に縁のある著名な医療関係者を鳥取県医療人材顧問として委嘱し、全国で開催される学会や研究会など様々
な機会を通じて鳥取県の医療についての情報発信等をしていただいた。
○県外医療機関における研修を通じて専門分野の医療を学び、研修後に県内医療機関で技術の伝達と後進の指導にあたっていただくため、
医師1名を県外の医療機関へ派遣した。
○県と各臨床研修指定病院が連携して研修医確保を推進するため、研修医確保事業の実施主体となる各臨床研修指定病院（８病院）及び県
で構成する「鳥取県臨床研修指定病院協議会」に負担金を交付し、各種事業を実施した。

（３）鳥取大学医学部寄附講座設置事業【鳥取県地域医療介護総合確保基金充当】
　地域医療に貢献する人材の育成のため、県の寄附により平成22年度から鳥取大学医学部に地域医療学講座を開設している。
　令和2年度は地域医療に関する講義、臨床実習、地域枠学生等との面談及び研究活動等を実施した。

（２）鳥取県地域医療支援センター運営事業【鳥取県地域医療介護総合確保基金充当】
　地域医療を担う医師のキャリア形成支援や医師不足病院の支援等、医師確保対策を総合的に推進するため、平成25年1月「鳥取県地域医療
支援センター」を県と鳥取大学（医学部附属病院内）に設置。鳥取大学への委託により、県医師確保奨学金貸与者との面談、初期臨床研修・勤
務等への助言のほか、医師不足調査、県医師確保奨学金貸与者データベースの作成、専門医の取得に必要な診療科別専門研修プログラム
の立案への参画など活動を行った。
　県内外の医学生・若手医師に、本県で医師として勤務することの実態やその魅力を感じていただけるよう、本県の医療情報等を電子メール・
郵送等でPRする「とっとりドクターＮａｖｉ」の運営を行うとともに、鳥取県の医療状況、地域医療の魅力、県奨学金制度等を発信する広報冊子
「DOCトリ！」を発刊した。

（１）医師確保奨学金等貸与事業
　将来、県内の地域医療に従事する医師の養成に資するため、鳥取大学医学部入学者及び県内外大学医学部在学生に対し、修学に必要な資
金の貸付けを行っている。
                                                                              　　　　　　　（令和3年3月現在（単位：人）

鳥取大学医学部寄附講座設置事業
医師確保対策推進事業

将来ビジョン -

事　　　業　　　名 決算額
財源内訳

医師確保奨学金等貸付事業
鳥取県地域医療支援センター運営事業

【鳥取県の医療施設従事医師数の推移】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

調査年次 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30

鳥取県 1,411 1,449 1,492 1,525 1,573 1,570 1,585 1,565 1,627 1,662 1,699 1,707

※厚生労働省　医師・歯科医師・薬剤師調査（2年毎に実施）

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30

奨学金の種類 定数 新規 継続 計
医師養成確保奨学金(地域枠) 鳥取大 　  5 5 21 26
医師養成確保奨学金(一般貸付枠) 県内外大  5 5 9 14
緊急医師確保対策奨学金(特別養成枠) 鳥取大  　 5 5 25 30

鳥取大 　14 14 60 74
岡山大 　  1 1 5 6
山口大   　- - 1 1

30 121 151合計

臨時特例医師確保対策奨学金(臨時養成枠)
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エ 課　題
・医師確保奨学金貸付者が今後増加する中で、奨学生が奨学金の返還免除要件に沿って県内で勤務できるよう、鳥取県地域医療支援セン
ターと連携したきめ細かなキャリア形成支援が必要である。
・平成16年度の「新医師臨床研修制度」導入後、県内で初期臨床研修を希望する医師と臨床研修病院とのマッチ者数は減少傾向にあったが持
ち直しつつある。県と県内臨床研修病院で組織する「鳥取県臨床研修指定病院協議会」と連携し、引き続き初期臨床研修医の確保の向上に取
り組んでいく必要がある。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、地域医療体験研修推進事業、次世代医師交流事業等の実施が難しくなっており、医学生に対する
地域医療マインドの醸成を図る取組が必要である。

（４）医師確保対策推進事業
○問合わせのあった県内勤務希望の医師３名について、交渉及び県内医療機関へのあっせん紹介を行い、１名が県内に就業した。
○県内に就業する動機付けや研修先で得た最新医学の知見や手技の県内への導入を図ることにつながった。
○県内外の医学部生に鳥取県での初期臨床研修を希望していただけるよう、病院見学の際の旅費支援（学生延べ88名）や、先輩医師による勧
誘活動への支援（学生延べ62名）を行い、令和３年度に県内で医師研修を開始する医師は51人となった。また、救急講習（ＡＣＬＳ、ＢＬＳ、ＩＣＬ
Ｓ、ＪＭＥＣＣ）を受講した研修医延べ４２名に講習参加費を助成し、応急手当の対応能力向上を支援した。

（３）鳥取大学医学部寄附講座設置事業【鳥取県地域医療介護総合確保基金充当】
　地域医療に貢献する人材育成と、地域医療の発展のため地域医療の実践と研究、教育を行うとともに、地域医療を志す医師の支援をおこ
なった。

（２）鳥取県地域医療支援センター運営事業【鳥取県地域医療介護総合確保基金充当】
　県医師確保奨学金貸与者との面談、初期臨床研修・勤務等について助言を行った。また、医師不足調査の実施、県医師確保奨学金貸与者
データベースの作成、専門医の取得に必要な診療科別専門研修プログラムの立案への参画など活動を行った。

（１）医師確保奨学金貸与事業
　医師確保奨学金の貸与により、県内医師の確保に繋がっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年3月末現在（単位：人）

人数

医学生 151

197

指定勤務期間中の医師 122
　・県内就業中 104
　・県外就業(猶予期間中) 18
返還免除者等 38
返還者等 37

348

区　　分

合　　計

奨学金受給者卒業医師

-4-



５　主な事業に関する調べ
（単位：千円）

国庫支出金 起　債 その他 一般財源

616,066 616,066

ア 目的及び事業の実施状況
　目的

　事業の実施状況

イ 令和２年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点

ウ 成果及び効果

エ 課　題

事　　　業　　　名 決算額

財源内訳

鳥取県地域医療介護総合確保基金事業
将来ビジョン -

特になし

　病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進、医療従事者の確保・勤務環境の改善など、地域医療に係る課題解決への取組を進
めることができた。

　（主な成果・効果）※H26年度以降
　○病床転換による病床の機能分化やＩＣＴによる医療機関の連携ネットワークの整備が進んでいる。
　　　・高度急性期・急性期から回復期への病床転換等：530床程度（H27.7→R2.7）
　　　・県立中央病院に「心臓病センター」「脳卒中センター」を新設（H30）し、東部圏域における高度医療機能の集約化が進んだ。
　　　・県立厚生病院に「がん患者支援センター」を新設（R1）したほか、鳥取赤十字病院の放射線治療棟を増改築（R2）し、
　　　　東部・中部におけるがん治療の医療提供体制の強化が進んだ。
　　　・電子カルテ相互閲覧システム「おしどりネット」の参加医療機関の拡大：21機関（H27.3）→94機関（R3.3）
　○訪問看護師等の医療従事者の養成、在宅医療（歯科）連携拠点の整備、多職種連携推進のための研修実施、在宅医療の推進
　　 に必要な施設・設備の整備等により、在宅医療を推進する上での体制整備が進んでいる。
　　　・在宅医療連携拠点の整備：３箇所（東部・中部・西部の各地区医師会）
　　　・在宅歯科医療連携拠点の整備：４箇所（県歯科医師会及び東部・中部・西部の各地区医師会）
　　　・県内訪問看護師数の増加：224人（H26.12）→347人（R2.12）
　○院内保育所の運営や医師事務作業補助者の配置等に対する支援により、働きやすい職場環境の整備が進んでいる。
　　　・院内保育所運営費の支援：８医療機関
　　　・医療従事者の勤務環境改善への相談窓口（勤務環境改善支援センター）の設置：１箇所（県医師会に委託）
　　　・病院勤務医師数の増加：1,088人（H27.1）→1,163人（R3.1）
　　　・病院勤務看護師数の増加：5,412人（H26.12）→6,158人（R2.12）

　国は地域医療構想達成のための病床転換につながるハード事業について重点的に配分する姿勢を示しており、訪問看護師養成事
業や鳥取大学医学部の寄附講座など在宅医療や、人材育成のためのソフト事業に必要な財源が十分に確保できるかどうかが懸念さ
れる。
　また、本基金は次年度以降も継続して積み増しが予定されており、長期にわたる基金管理が必要となるため、各年度に造成した基金
の執行管理を適切に行う必要がある。

　団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年の医療需要に対応するため、病床の機能分化・連携、在宅医療・介護の推進、医師・看護師
等の医療従事者の確保・勤務環境の改善、地域包括ケアシステムの構築といった「医療・介護サービスの提供体制の改革」が急務の
課題とされている。これらの医療・介護サービスの提供体制改革を推進するため、「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進
に関する法律」により鳥取県地域医療介護総合確保基金を財源として都道府県計画に基づいた事業を実施することで、地域医療の課
題の解決を図る。

（イ）

令和新時代創生戦略 -

　国より交付された「医療介護提供体制改革推進交付金」及び都道府県負担分を財源として鳥取県地域医療介護総合確保基金を造成
した。（国：２／３、県１／３）
　また、国より示された「地域における医療及び介護を総合的に確保するための基本的な方針」に即した都道府県計画を策定し、主に
以下の事業に取り組んだ。

政策項目 -

（ア）

事業区分

１．地域医療構想の達成に
向けた事業

２．居宅等における医療の
提供に関する事業

３．医療従事者の確保に関
する事業

○病院内保育所の運営〔病院内保育所運営病院〕
○医師クラーク等の配置〔病院等〕
○医療従事者が働きやすい職場づくりを支援する鳥取県医療勤務環境改善支援セン
ターの運営〔鳥取県医師会へ委託〕
○分娩を行う医療機関の助産師及び看護師が緊急呼び出し（オンコール）に備えて待機
した場合に支給する手当の支援〔産科医療機関〕
○小児の急な傷病に対する電話相談ができる体制を整備〔県〕　　など

主な事業

○急性期機能の充実のために必要な設備整備〔病院〕
○病院間の電子カルテの相互参照システム（おしどりネット）の運営費の支援〔NPO法人
鳥取県医療連携ネットワークシステム協議会〕　　など

○在宅医療推進のために必要な施設設備整備〔医療機関〕
○在宅医療連携室が実施する患者と医療機関との調整・相談業務等を通じて、県内の在
宅歯科医療の提供体制強化に対する支援〔県歯科医師会〕　など
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医

療
計

画
の

一
部

改
定

等
に

つ
い

て
審

議
し

た
ほ

か
、

そ
の

他
医

療
政

策
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

・
鳥

取
県

医
療

審
議

会
の

開
催

（
第

１
回

：
令

和
2
年

1
2
月

9
日

、
第

２
回

：
令

和
3
年

2
月

3
日

、
第

３
回

：
3
月

1
7
日

）

精
度

管
理

諸
経

費

衛
生

検
査

所
に

お
け

る
検

査
精

度
の

向
上

を
図

り
、

適
正

な
医

療
を

確
保

す
る

た
め

、
鳥

取
県

精
度

管
理

委
員

会
を

開
催

し
、

県
内

の
衛

生
検

査
所

へ
の

立
入

検
査

等
を

実
施

し
た

。

臨
床

検
査

精
度

管
理

推
進

費

（
公

社
）

鳥
取

県
医

師
会

が
行

う
外

部
精

度
管

理
調

査
事

業
に

要
す

る
経

費
（

検
査

試
薬

代
等

）
の

一
部

を
補

助
し

た
。

ま
た

、
医

師
会

が
開

催
す

る
臨

床
検

査
精

度
管

理
委

員
会

に
係

る
経

費
（

人
件

費
、

運
営

費
）

の
一

部
を

補
助

し
た

。

事
業

の
計

画
と

実
績

・
成

果
、

不
用

額
の

理
由

等

予
　

算
　

現
　

額

事
　

業
　

名
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年

度
繰

越
額

C

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率
B
/
A
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当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

事
業

の
計

画
と

実
績

・
成

果
、

不
用

額
の

理
由

等

予
　

算
　

現
　

額

事
　

業
　

名
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年

度
繰

越
額

C

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率
B
/
A

地
域

保
健

医
療

推
進

費

保
健

医
療

圏
毎

（
中

部
地

区
、

西
部

地
区

）
に

設
置

し
て

い
る

地
域

保
健

医
療

協
議

会
（

全
体

会
・

専
門

部
会

）
に

お
い

て
、

鳥
取

県
保

健
医

療
計

画
等

の
推

進
に

関
す

る
協

議
を

行
う

。

※
令

和
２

年
度

の
協

議
会

は
未

開
催

地
域

医
療

対
策

推
進

費

医
療

関
係

者
等

で
構

成
す

る
地

域
医

療
対

策
協

議
会

を
開

催
し

、
医

療
従

事
者

の
確

保
、

医
療

機
関

の
連

携
の

推
進

等
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

・
地

域
医

療
対

策
協

議
会

の
開

催
（

第
１

回
：

令
和

2
年

1
2
月

4
日

、
第

２
回

：
令

和
3
年

2
月

1
日

、
第

３
回

：
3
月

1
2

日
）

歯
科

衛
生

専
門

学
校

入
学

試
験

実
施

費
県

立
歯

科
衛

生
専

門
学

校
の

入
学

試
験

に
関

す
る

事
務

を
行

う
。

鍼
灸

等
資

格
者

施
術

所
証

明
書

作
成

事
業

あ
ん

摩
マ

ッ
サ

ー
ジ

指
圧

師
等

の
有

資
格

者
が

開
設

し
届

出
し

た
施

術
所

に
つ

い
て

、
希

望
者

に
施

術
所

届
出

済
証

明
書

（
木

製
看

板
）

を
発

行
す

る
。

災
害

医
療

対
策

推
進

費
○

広
域

災
害

救
急

医
療

情
報

シ
ス

テ
ム

（
Ｅ

Ｍ
Ｉ

Ｓ
）

使
用

料
　

5
,
1
8
4
,
0
0
0
円

と
っ

と
り

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
運

営
事

業

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
県

民
の

方
に

医
療

機
関

等
の

情
報

提
供

を
行

う
「

と
っ

と
り

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
」

の
保

守
管

理
等

の
委

託
を

行
っ

た
。

死
因

究
明

等
推

進
費

死
因

究
明

等
推

進
協

議
会

を
開

催
し

、
死

因
究

明
体

制
の

充
実

等
に

向
け

、
県

内
の

状
況

に
つ

い
て

関
係

団
体

等
と

情
報

共
有

を
図

る
。

※
令

和
２

年
度

の
協

議
会

は
未

開
催

-8-



(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

令
和

２
年

度
鳥

取
県

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

基
金

造
成

事
業

（
医

療
分

）

4
5
5
,
1
8
4
,
0
0
0

1
4
2
,
1
7
6
,
0
0
0

0
0

5
9
7
,
3
6
0
,
0
0
0

5
9
7
,
3
6
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%
鳥
取
県
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
の
令
和
２
年
度
計
画
分
（
医
療

分
）
を
造
成
し
た
。

地
域

医
療

対
策

費
（
医

療
施

設
等

設
備

整
備

費
）

1
0
2
,
3
3
5
,
0
0
0

1
1
5
,
7
4
4
,
0
0
0

0
5
4
,
8
1
7
,
0
0
0

2
7
2
,
8
9
6
,
0
0
0

2
7
2
,
8
9
6
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

「
5
4
,
3
4
1
,
0
0
0
は
有
床
診
療
所
等
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
施
設
整
備
事
業
か

ら
流
用

4
7
6
,
0
0
0
は
移
植
医
療
推
進
事
業
か
ら

流
用
」

医
療
施
設
等
に
お
い
て
必
要
な
設
備

整
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
た
。

地
域

医
療

対
策

費
（
医

療
施

設
等

施
設

整
備

費
）

4
,
8
8
4
,
0
0
0

0
0

1
,
4
9
8
,
0
0
0

6
,
3
8
2
,
0
0
0

6
,
3
8
2
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

「
1
,
4
9
8
,
0
0
0
は
有
床
診
療
所
等
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
等
施
設
整
備
事
業
か
ら

流
用
」

医
療
施
設
等
に
お
い
て
必
要
な
施
設

整
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
た
。

地
域

医
療

対
策

費
（
医

療
施

設
等

運
営

事
業

費
）

4
1
,
2
6
7
,
0
0
0

0
0

0
4
1
,
2
6
7
,
0
0
0

4
1
,
0
7
5
,
9
1
5

0
1
9
1
,
0
8
5

9
9
.
5
%

〇
救
急
救
命
士
病
院
実
習
受
入
事
業

救
急
救
命
士
に
対
す
る
気
管
挿
管
の

実
地
実
習
を
受
け
入
れ
る
病
院
に
対

し
、
指
導
医
の
人
件
費
等
運
営
費
に

つ
い
て
補
助
を
行
っ
た
。

○
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
診
療

機
能
、
病
床
数
及
び
過
酷
な
勤
務
状

況
に
あ
る
医
師
・
看
護
師
等
の
確
保

や
処
遇
改
善
等
の
充
実
強
化
を
図
る

た
め
、
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
補

助
し
た
。

○
鳥
取
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
講

習
会
補
助
事
業

鳥
取
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
に
対

し
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
資
質
向

上
を
図
る
講
習
会
の
実
施
に
必
要
な

経
費
を
補
助
し
た
。

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

移
植

医
療

推
進

事
業

1
6
,
9
8
0
,
0
0
0

0
0

△
 
1
,
0
5
7
,
0
0
0

1
5
,
9
2
3
,
0
0
0

1
2
,
6
1
7
,
2
9
3

0
3
,
3
0
5
,
7
0
7

7
9
.
2
%

「
△
4
7
6
,
0
0
0
は
地
域
医
療
対
策
費

（
医
療
施
設
等
設
備
整
備
費
）
へ
流

用 △
5
8
1
,
0
0
0
は
医
療
政
策
課
管
理
運
営

費
へ
流
用
」

（
公
財
）
鳥
取
県
臓
器
・
ア
イ
バ
ン

ク
業
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た

め
、
運
営
費
に
対
し
て
助
成
し
た
。

ま
た
、
骨
髄
移
植
医
療
の
県
民
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
骨
髄
ド
ナ
ー
助

成
の
支
給
及
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
普

及
啓
発
を
行
っ
た
。

県
立

歯
科

衛
生

専
門

学
校

費
5
3
,
7
5
1
,
0
0
0

△
 
4
5
6
,
0
0
0

0
0

5
3
,
2
9
5
,
0
0
0

5
3
,
2
2
0
,
0
0
0

0
7
5
,
0
0
0

9
9
.
9
%
鳥
取
県
立
歯
科
衛
生
専
門
学
校
の
事

業
の
一
部
を
（
社
）
鳥
取
県
歯
科
医

師
会
へ
委
託
し
た
。

周
産

期
医

療
対

策
事

業
1
3
,
0
8
7
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
0
8
7
,
0
0
0

1
2
,
1
1
6
,
8
4
4

0
9
7
0
,
1
5
6

9
2
.
6
%

安
心
、
安
全
な
周
産
期
医
療
提
供
体

制
の
整
備
に
向
け
、
搬
送
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
の
業
務
委
託
や

協
議
会
の
開
催
を
行
っ
た
。

有
床

診
療

所
等

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
等

施
設

整
備

事
業

1
2
6
,
8
5
0
,
0
0
0

△
 
7
0
,
7
7
3
,
0
0
0

0
△

 
5
5
,
8
3
9
,
0
0
0

2
3
8
,
0
0
0

0
0

2
3
8
,
0
0
0

0
.
0
%

「
△
5
4
,
3
4
1
,
0
0
0
は
地
域
医
療
対
策

費
（
医
療
施
設
等
設
備
整
備
費
）
へ

流
用

△
1
,
4
9
8
,
0
0
0
は
地
域
医
療
対
策
費

（
医
療
施
設
等
施
設
整
備
費
）
へ
流

用
」

施
設
の
防
火
対
策
を
推
進
す
る
た

め
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
等
の
施

設
整
備
事
業
を
行
う
医
療
機
関
に
対

し
て
助
成
す
る
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
要
望
が
全
て
取
り
下
げ

ら
れ
た
た
め
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

原
子

力
災

害
医

療
体

制
整

備
事

業
2
1
,
3
2
2
,
0
0
0

△
 
7
,
4
2
3
,
0
0
0

0
0

1
3
,
8
9
9
,
0
0
0

1
2
,
8
6
5
,
8
0
8

0
1
,
0
3
3
,
1
9
2

9
2
.
6
%
県
が
整
備
し
た
放
射
線
測
定
機
器
等

の
維
持
管
理
を
行
い
、
原
子
力
災
害

時
の
医
療
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。

持
続

可
能

な
地

域
医

療
構

想
推

進
事

業
6
,
2
8
6
,
0
0
0

△
 
6
7
5
,
0
0
0

0
0

5
,
6
1
1
,
0
0
0

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
6
1
1
,
0
0
0

8
9
.
1
%

○
患
者
の
受
療
動
向
や
医
療
機
関
の

診
療
実
績
等
を
適
切
に
把
握
し
、
地

域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
検
討

に
繋
げ
る
た
め
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

の
分
析
を
行
っ
た
。

○
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
（
中

部
・
西
部
圏
域
）
を
開
催
し
、
各
構

想
区
域
に
お
け
る
地
域
医
療
構
想
の

推
進
に
向
け
た
協
議
を
行
う
。

※
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
中
部
、

西
部
圏
域
で
の
開
催
な
し

○
東
部
圏
域
で
開
催
さ
れ
た
地
域
医

療
構
想
調
整
会
議
（
令
和
2
年
9
月
2
3

日
、
令
和
3
年
3
月
1
9
日
）
に
地
域
医

療
構
想
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し

た
。

※
W
E
B
開
催
の
た
め
、
派
遣
に
係
る
旅

費
支
給
な
し

へ
き

地
医

療
対

策
費

1
3
3
,
5
6
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
3
,
5
6
0
,
0
0
0

1
3
2
,
9
0
8
,
0
0
0

0
6
5
2
,
0
0
0

9
9
.
5
%

へ
き
地
等
の
地
域
社
会
の
医
療
の
確

保
及
び
向
上
の
た
め
に
高
度
な
医
療

能
力
を
有
す
る
医
師
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
全
都
道
府
県
の
出
資
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
自
治
医
科
大
学
に

運
営
費
負
担
金
を
支
出
し
た
。

ま
た
、
へ
き
地
の
地
域
住
民
に
係
る

医
療
や
保
健
指
導
の
確
保
充
実
を
図

る
た
め
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
や

へ
き
地
保
健
指
導
所
の
運
営
に
必
要

な
経
費
を
補
助
し
た
。

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
体

制
整

備
事

業
7
,
4
0
5
,
0
0
0

△
 
7
,
4
0
5
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
.
0
%

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
D
M
A
T
隊
員

等
の
医
療
従
事
者
が
参
集
し
て
実
施

す
る
研
修
（
研
修
に
は
実
働
が
必

要
）
は
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

救
急

医
療

対
策

事
業

3
,
5
2
9
,
0
0
0

0
0

0
3
,
5
2
9
,
0
0
0

2
,
7
5
9
,
0
0
0

0
7
7
0
,
0
0
0

7
8
.
2
%

安
全
な
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
緊
急
走
行

の
た
め
に
必
要
な
、
熟
練
し
た
運
転

要
員
の
確
保
に
要
す
る
人
件
費
等
を

補
助
し
た
。

補
助
対
象
事
業
者
：
鳥
取
大
学
医
学

部
附
属
病
院

例
年
、
県
医
師
会
が
実
施
し
て
い
る

救
急
医
療
の
現
場
で
働
く
医
師
・
看

護
師
・
救
急
救
命
士
等
の
資
質
向
上

を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（
外
傷

現
場
活
動
指
針
）
研
修
及
び
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ｓ
(
二
次
救
命
処
置
）
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
中
止
。

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

運
航

事
業

9
3
,
0
9
1
,
0
0
0

1
9
,
5
5
1
,
0
0
0

0
0

1
1
2
,
6
4
2
,
0
0
0

1
0
8
,
2
1
3
,
5
7
6

0
4
,
4
2
8
,
4
2
4

9
6
.
1
%

鳥
取
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
経
費

に
係
る
負
担
金
等
を
支
出
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
格
納
庫
の
維
持
管
理

に
必
要
な
経
費
を
支
出
し
た
。

関
西
広
域
連
合
が
運
航
す
る
公
立
豊

岡
病
院
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
島
根
県
が

運
航
す
る
島
根
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
及

び
鳥
取
県
が
運
航
す
る
医
師
搭
乗
型

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
経

費
に
係
る
負
担
金
等
を
支
出
し
た
。

（
主

）
医

師
確

保
奨

学
金

等
貸

付
事

業
2
4
1
,
6
5
0
,
0
0
0

△
 
2
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0

2
3
9
,
2
5
0
,
0
0
0

2
3
9
,
2
5
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%
主
な
事
業
に
関
す
る
調
べ
の
と
お
り

（
主

）
医

師
確

保
対

策
推

進
事

業
4
,
3
0
1
,
0
0
0

△
 
1
,
2
8
5
,
0
0
0

0
0

3
,
0
1
6
,
0
0
0

2
,
4
1
9
,
2
2
0

0
5
9
6
,
7
8
0

8
0
.
2
%
主
な
事
業
に
関
す
る
調
べ
の
と
お
り

医
療

政
策

課
管

理
運

営
費

1
4
,
8
8
3
,
0
0
0

0
0

5
8
1
,
0
0
0

1
5
,
4
6
4
,
0
0
0

1
5
,
4
0
1
,
0
4
7

0
6
2
,
9
5
3

9
9
.
6
%

「
5
8
1
,
0
0
0
は
移
植
医
療
推
進
事
業
か

ら
流
用
」

課
内
外
の
連
絡
調
整
に
係
る
事
業
で

あ
る
。

鳥
取

県
看

護
学

校
内

部
改

修
工

事
2
9
,
1
2
0
,
0
0
0

0
0

0
2
9
,
1
2
0
,
0
0
0

2
5
,
9
2
0
,
4
0
0

0
3
,
1
9
9
,
6
0
0

8
9
.
0
%

県
立
鳥
取
看
護
専
門
学
校
の
ト
イ

レ
、
更
衣
室
等
の
改
修
工
事
及
び
玄

関
の
設
置
工
事
に
か
か
る
実
施
設
計

を
行
っ
た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

倉
吉

総
合

看
護

専
門

学
校

学
生

寮
外

壁
改

修
等

工
事

1
,
5
4
0
,
0
0
0

0
0

0
1
,
5
4
0
,
0
0
0

1
,
5
3
8
,
9
0
0

0
1
,
1
0
0

9
9
.
9
%

倉
吉
総
合
看
護
専
門
学
校
学
生
寮
の

屋
根
防
水
改
修
、
外
壁
改
修
、
外
部

建
具
等
改
修
工
事
に
か
か
る
設
計
を

行
っ
た
。

お
と

な
の

救
急

電
話

相
談

事
業

2
,
8
1
7
,
0
0
0

△
 
9
0
0
,
0
0
0

0
0

1
,
9
1
7
,
0
0
0

1
,
8
3
5
,
7
8
2

0
8
1
,
2
1
8

9
5
.
8
%

○
電
話
相
談
委
託

救
急
車
の
適
正
利
用
、
救
急
医
療
機

関
の
適
正
受
診
及
び
県
民
等
の
安
心

の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
お
と
な
の

救
急
電
話
相
談
事
業
（
＃
7
1
1
9
）
を

運
用
し
た
。

（
平
成
3
0
年
度
9
月
か
ら
事
業
開
始
）

電
話
相
談
件
数
：
1
,
4
3
8
件

委
託
先
：
株
式
会
社
法
研

外
国

人
患

者
に

対
す

る
医

療
提

供
体

制
整

備
事

業
1
,
6
2
5
,
0
0
0

△
 
1
,
3
0
0
,
0
0
0

0
0

3
2
5
,
0
0
0

4
9
,
7
5
0

0
2
7
5
,
2
5
0

1
5
.
3
%

外
国
人
患
者
が
適
切
に
受
診
で
き
る

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
多
言
語
に

対
応
し
た
翻
訳
機
器
等
を
整
備
す
る

医
療
機
関
（
3
機
関
）
に
対
し
て
補
助

を
行
っ
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
当
初
想
定

し
た
よ
り
も
申
請
件
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
。

災
害

派
遣

医
療

チ
ー

ム
（

D
M
A
T
）

訓
練

実
施
事

業
4
,
8
4
0
,
0
0
0

△
 
4
,
8
4
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
.
0
%

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
D
M
A
T
隊
員

等
の
医
療
従
事
者
が
参
集
し
て
実
施

す
る
研
修
（
研
修
に
は
実
働
が
必

要
）
は
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

入
院

医
療

ト
リ

ア
ー

ジ
セ

ン
タ

ー
設

置
事

業
0

1
9
,
0
4
9
,
0
0
0

0
0

1
9
,
0
4
9
,
0
0
0

2
3
4
,
2
9
9

0
1
8
,
8
1
4
,
7
0
1

1
.
2
%

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
患
者

の
広
域
的
（
保
健
医
療
圏
外
、
県

外
）
な
入
院
調
整
の
た
め
重
症
度
を

区
分
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）
す
る
ト
リ

ア
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
患
者

の
症
状
に
応
じ
て
、
各
医
療
分
野
の

専
門
医
師
等
に
参
画
・
協
力
い
た
だ

き
、
入
院
可
能
な
医
療
機
関
の
把

握
、
入
院
調
整
や
患
者
搬
送
の
調
整

を
行
っ
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
コ
ロ
ナ
患

者
が
急
増
に
よ
る
広
域
搬
送
件
数
が

見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
等

提
供

体
制

整
備

事
業

0
1
8
,
7
7
5
,
0
0
0

0
0

1
8
,
7
7
5
,
0
0
0

8
,
2
0
7
,
0
0
0

0
1
0
,
5
6
8
,
0
0
0

4
3
.
7
%

医
療
従
事
者
、
県
民
の
方
が
安
心
し

て
医
療
を
提
供
、
受
診
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
情
報
通
信
機
器

等
を
活
用
し
た
医
療
提
供
を
行
う
医

療
機
関
等
の
取
組
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
申
請
件
数

が
想
定
し
た
よ
り
少
な
か
っ
た
こ

と
、
実
績
報
告
時
の
補
助
対
象
経
費

の
減
に
よ
る
。

外
国

人
患

者
に

対
す

る
医

療
提

供
体

制
緊

急
整

備
事

業
0

8
,
3
3
3
,
0
0
0

0
0

8
,
3
3
3
,
0
0
0

1
,
9
5
3
,
9
3
0

0
6
,
3
7
9
,
0
7
0

2
3
.
4
%

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
と
し
て
、
外
国
人
患
者
の
受
入

れ
拠
点
と
な
る
医
療
機
関
に
対
し

て
、
翻
訳
I
C
T
技
術
に
対
応
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
配
備
に
係
る
補
助
を

行
っ
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
申
請
件
数

が
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
。

E
C
M
O
チ

ー
ム

等
養

成
研
修

事
業

0
1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
.
0
%

県
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
備
え
、
重
篤
患
者

に
使
用
す
る
体
外
式
膜
人
工
肺

（
E
C
M
O
＝
エ
ク
モ
）
を
取
り
扱
え
る

医
療
従
事
者
の
育
成
を
支
援
す
る
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
国
の
類
似

事
業
の
活
用
に
よ
り
利
用
が
な
か
っ

た
た
め
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
係

る
学

生
支

援
事

業
0

8
0
8
,
0
0
0

0
0

8
0
8
,
0
0
0

7
8
7
,
3
4
3

0
2
0
,
6
5
7

9
7
.
4
%

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

か
ら
の
助
成
金
を
活
用
し
、
鳥
取
看

護
専
門
学
校
、
倉
吉
総
合
看
護
専
門

学
校
及
び
歯
科
衛
生
専
門
学
校
の
学

生
に
経
済
的
支
援
を
行
っ
た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
整

備
事

業
8
,
4
4
6
,
0
0
0

1
4
,
8
7
6
,
0
0
0

0
0

2
3
,
3
2
2
,
0
0
0

2
2
,
1
4
3
,
0
0
0

1
,
0
7
3
,
0
0
0

1
0
6
,
0
0
0

9
4
.
9
%

医
療
機
関
の
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
よ
り
、
病
院
・
診
療
所
間
の

切
れ
目
の
な
い
医
療
情
報
連
携
を
可

能
と
す
る
た
め
、
鳥
取
県
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
お
し
ど
り
ネ
ッ

ト
」
の
保
守
等
の
経
費
に
対
し
て
補

助
を
行
っ
た
。

病
床

の
機

能
分

化
・

連
携

推
進

基
盤

整
備

事
業

3
5
,
0
0
0
,
0
0
0

3
0
,
6
7
5
,
0
0
0

0
0

6
5
,
6
7
5
,
0
0
0

1
3
,
6
2
9
,
0
0
0

0
5
2
,
0
4
6
,
0
0
0

2
0
.
8
%

病
床
の
機
能
分
化
、
連
携
を
推
進
す

る
た
め
の
施
設
・
設
備
整
備
に
対
し

て
補
助
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
事
業
要
望

の
取
り
下
げ
等
に
よ
り
、
当
初
予
定

よ
り
も
申
請
額
が
減
っ
た
た
め
。

在
宅

医
療

連
携

拠
点

事
業

1
5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
1
5
,
0
0
0
,
0
0
0

1
1
,
0
7
9
,
0
0
0

0
3
,
9
2
1
,
0
0
0

7
3
.
9
%

地
区
医
師
会
等
が
、
在
宅
医
療
を
提

供
す
る
機
関
が
連
携
す
る
た
め
の
圏

域
内
で
の
調
整
、
支
援
を
行
い
、
在

宅
医
療
を
提
供
す
る
機
関
の
連
携
拠

点
と
な
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
包
括

的
か
つ
継
続
的
な
在
宅
医
療
の
提
供

体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
経
費
を
補

助
し
た
。

在
宅

歯
科

医
療

拠
点
・

支
援

体
制

整
備

事
業

2
0
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
2
0
,
0
0
0
,
0
0
0

1
6
,
4
5
2
,
0
0
0

0
3
,
5
4
8
,
0
0
0

8
2
.
3
%

在
宅
歯
科
医
療
を
推
進
す
る
た
め
、

鳥
取
県
歯
科
医
師
会
等
に
設
置
さ
れ

た
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
の
運
営
費

を
補
助
し
た
。

病
床

の
機

能
分

化
・

連
携

推
進

の
た

め
の

研
修

事
業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
.
0
%

急
性
期
病
院
と
回
復
期
病
院
の
機
能

分
化
、
在
宅
医
療
の
普
及
啓
発
に
関

す
る
研
修
に
対
し
て
補
助
す
る
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
予
定
さ

れ
た
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
。

在
宅

医
療

推
進

の
た

め
の

看
護

師
育

成
支

援
事

業
1
9
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
1
9
,
0
0
0
,
0
0
0

1
8
,
1
6
2
,
0
0
0

0
8
3
8
,
0
0
0

9
5
.
6
%

在
宅
医
療
・
看
護
の
推
進
を
図
る
た

め
、
在
宅
医
療
を
意
識
し
た
新
卒
看

護
師
等
を
育
成
等
に
対
し
て
補
助
し

た
。

（
主

）
鳥

取
県

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

基
金

事
業
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

訪
問

看
護

師
確

保
支

援
事

業
4
3
,
9
3
5
,
0
0
0

△
 
6
,
6
4
6
,
0
0
0

0
0

3
7
,
2
8
9
,
0
0
0

2
9
,
2
2
7
,
0
0
0

0
8
,
0
6
2
,
0
0
0

7
8
.
4
%
訪
問
看
護
職
員
養
成
講
習
会
に
看
護

職
員
を
参
加
さ
せ
る
施
設
に
対
し
、

人
件
費
の
助
成
等
を
行
っ
た
。

訪
問

看
護

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

1
3
,
0
3
0
,
0
0
0

0
0

0
1
3
,
0
3
0
,
0
0
0

1
1
,
9
9
5
,
2
4
3

0
1
,
0
3
4
,
7
5
7

9
2
.
1
%

訪
問
看
護
師
の
養
成
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー

シ
ョ
ン
、
県
民
へ
の
普
及
啓
発
等
を

実
施
し
た
。

医
療

介
護

連
携

の
た

め
の

多
職

種
連

携
等

研
修

事
業

4
,
5
1
5
,
0
0
0

0
0

0
4
,
5
1
5
,
0
0
0

2
,
2
5
3
,
0
0
0

0
2
,
2
6
2
,
0
0
0

4
9
.
9
%

在
宅
医
療
に
係
る
関
連
職
種
（
医

師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
等
）
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

多
職
種
連
携
研
修
や
各
専
門
職
の
質

の
向
上
に
資
す
る
研
修
、
在
宅
医

療
・
介
護
の
連
携
を
担
う
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
研
修

等
に
対
し
て
補
助
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、

一
部
事
業
者
が
事
業
を
中
止
又
は
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
等
の
理
由
に

よ
り
、
実
績
額
が
減
と
な
っ
た
た

め
。

県
東

部
保

健
医

療
圏

の
が

ん
医

療
に

係
る

病
床

機
能

分
化

・
連

携
促

進
事

業

1
2
8
,
3
8
9
,
0
0
0

△
 
6
4
,
0
9
1
,
0
0
0

0
0

6
4
,
2
9
8
,
0
0
0

6
4
,
2
9
8
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

東
部
圏
域
に
お
け
る
が
ん
医
療
の
機

能
分
化
の
推
進
及
び
が
ん
治
療
体
制

の
強
化
を
図
る
た
め
、
鳥
取
赤
十
字

病
院
の
が
ん
診
療
に
係
る
施
設
整
備

に
対
し
て
補
助
し
た
。

寄
附

講
座

（
鳥

取
大

学
医

学
部

地
域

医
療

学
講

座
）

開
設

事
業

3
6
,
9
0
0
,
0
0
0

0
0

0
3
6
,
9
0
0
,
0
0
0

3
6
,
9
0
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%
主
な
事
業
に
関
す
る
調
べ
の
と
お
り

在
宅

医
療

推
進

事
業

1
0
,
0
0
0
,
0
0
0

5
,
4
5
0
,
0
0
0

0
0

1
5
,
4
5
0
,
0
0
0

1
4
,
9
6
0
,
0
0
0

0
4
9
0
,
0
0
0

9
6
.
8
%

訪
問
看
護
・
在
宅
医
療
の
充
実
、
精

神
科
在
宅
復
帰
等
を
推
進
す
る
た

め
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
必
要
な
設
備

整
備
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

新
人

看
護

職
員

研
修

事
業

1
2
,
6
2
1
,
0
0
0

△
 
9
1
9
,
0
0
0

0
0

1
1
,
7
0
2
,
0
0
0

1
1
,
2
9
3
,
0
0
0

0
4
0
9
,
0
0
0

9
6
.
5
%
基
本
的
な
臨
床
実
践
能
力
を
獲
得
す

る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
病
院
等

に
補
助
し
た
。

看
護

師
等

養
成

所
運

営
事

業
6
2
,
1
0
2
,
0
0
0

△
 
1
5
,
5
6
8
,
0
0
0

0
0

4
6
,
5
3
4
,
0
0
0

3
6
,
4
5
0
,
0
0
0

0
1
0
,
0
8
4
,
0
0
0

7
8
.
3
%

県
内
の
看
護
師
等
養
成
施
設
に
対

し
、
運
営
費
の
補
助
を
行
っ
た
。

不
用
額
1
千
万
円
以
上
の
理
由
：
１
事

業
者
が
決
算
の
結
果
、
黒
字
と
な
り

補
助
対
象
で
な
く
な
っ
た
た
め
。

看
護

職
員

実
習

指
導

者
養

成
講

習
会

開
催

事
業

6
,
1
7
2
,
0
0
0

△
 
1
,
6
8
0
,
0
0
0

0
0

4
,
4
9
2
,
0
0
0

7
9
9
,
9
5
0

0
3
,
6
9
2
,
0
5
0

1
7
.
8
%

病
院
等
に
お
け
る
看
護
実
習
の
指
導

者
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
の
開

催
を
鳥
取
県
看
護
協
会
へ
委
託
し

た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

講
習
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
。

病
院

内
保

育
所

運
営

事
業

3
5
,
6
0
0
,
0
0
0

△
 
3
,
1
3
1
,
0
0
0

0
0

3
2
,
4
6
9
,
0
0
0

2
9
,
3
6
9
,
0
0
0

0
3
,
1
0
0
,
0
0
0

9
0
.
5
%

看
護
師
等
医
療
従
事
者
の
離
職
防
止

及
び
再
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
病

院
内
で
保
育
所
を
運
営
す
る
医
療
機

関
に
そ
の
運
営
費
の
補
助
を
行
っ

た
。

産
科

医
等

確
保

支
援

事
業

1
3
,
7
5
0
,
0
0
0

△
 
5
9
4
,
0
0
0

0
0

1
3
,
1
5
6
,
0
0
0

1
0
,
8
5
7
,
0
0
0

0
2
,
2
9
9
,
0
0
0

8
2
.
5
%

分
娩
を
取
り
扱
う
産
科
・
産
婦
人
科

医
及
び
助
産
師
に
対
し
て
、
処
遇
改

善
を
目
的
と
し
て
分
娩
取
扱
件
数
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
分
娩
手
当
及
び

帝
王
切
開
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し

た
。

助
産

師
等

待
機

手
当

支
援

事
業

3
,
0
0
0
,
0
0
0

△
 
5
9
8
,
0
0
0

0
△

 
2
3
4
,
0
0
0

2
,
1
6
8
,
0
0
0

1
,
9
2
2
,
0
0
0

0
2
4
6
,
0
0
0

8
8
.
7
%

「
△
1
2
4
,
0
0
0
は
新
生
児
医
療
担
当
医

確
保
支
援
事
業
へ
流
用

△
1
1
0
,
0
0
0
は
周
産
期
医
療
に
関
わ
る

専
門
的
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
事
業
へ
流

用
」

分
娩
を
取
り
扱
う
助
産
師
・
看
護
師

に
対
し
て
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
て

勤
務
時
間
外
に
支
給
さ
れ
る
呼
出
待

機
手
当
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

救
急

勤
務

医
支

援
事

業
5
,
8
3
0
,
0
0
0

△
 
2
5
6
,
0
0
0

0
0

5
,
5
7
4
,
0
0
0

5
,
1
4
3
,
0
0
0

0
4
3
1
,
0
0
0

9
2
.
3
%

二
次
救
急
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
救

急
医
の
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
て
、

休
日
・
夜
間
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る

救
急
勤
務
医
手
当
に
要
す
る
経
費
を

補
助
し
た
。

新
生

児
医

療
担

当
医

確
保

支
援

事
業

4
1
6
,
0
0
0

0
0

1
2
4
,
0
0
0

5
4
0
,
0
0
0

5
4
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

「
1
2
4
,
0
0
0
は
助
産
師
等
待
機
手
当
支

援
事
業
か
ら
流
用
」

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
新
生
児
担
当
医
の
処
遇

改
善
を
目
的
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に

入
院
す
る
新
生
児
に
応
じ
て
に
支
給

さ
れ
る
手
当
に
要
す
る
経
費
を
補
助

し
た
。

小
児

救
急

医
療

支
援

事
業

1
,
4
1
0
,
0
0
0

0
0

0
1
,
4
1
0
,
0
0
0

1
,
2
1
0
,
0
0
0

0
2
0
0
,
0
0
0

8
5
.
8
%
小
児
救
急
医
療
に
係
る
休
日
・
夜
間

の
診
療
体
制
の
整
備
に
必
要
な
経
費

を
補
助
し
た
。

鳥
取

県
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
2
2
,
0
1
7
,
0
0
0

0
0

0
2
2
,
0
1
7
,
0
0
0

1
6
,
7
7
3
,
0
2
3

0
5
,
2
4
3
,
9
7
7

7
6
.
2
%
主
な
事
業
に
関
す
る
調
べ
の
と
お
り

小
児

救
急

地
域

医
師

研
修

事
業

4
6
1
,
0
0
0

0
0

0
4
6
1
,
0
0
0

4
1
8
,
8
1
8

0
4
2
,
1
8
2

9
0
.
8
%
小
児
科
医
・
内
科
医
向
け
の
研
修
を

実
施
し
、
地
域
の
小
児
救
急
医
療
体

制
の
補
強
・
質
の
向
上
を
図
っ
た
。

小
児

救
急

電
話

相
談

事
業

1
0
,
9
4
0
,
0
0
0

0
0

0
1
0
,
9
4
0
,
0
0
0

1
0
,
1
0
9
,
0
5
6

0
8
3
0
,
9
4
4

9
2
.
4
%

○
電
話
相
談
委
託

小
児
保
護
者
の
安
心
確
保
・
救
急
医

療
機
関
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

（
＃

8
0
0
0
）

を
運
用
し
た
。

運
用
日
数
：
3
6
5
日

電
話
相
談
件
数
：
4
,
9
7
0
件

委
託
先
：
ダ
イ
ヤ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社

次
世

代
医

師
海

外
留

学
支

援
事

業
4
,
4
0
0
,
0
0
0

△
 
8
0
0
,
0
0
0

0
0

3
,
6
0
0
,
0
0
0

3
,
6
0
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

若
手
医
師
の
県
内
就
業
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
県
内
医
療
水
準
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
若
手
医
師
に
海
外

留
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
た
。

対
象
者
：
1
名

留
学
期
間
：
H
3
1
.
3
～
R
2
.
1
2

留
学
先
：
ア
メ
リ
カ
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

認
定

看
護

師
及

び
認

定
看

護
管

理
者

養
成

研
修

受
講

補
助

事
業

7
,
0
0
0
,
0
0
0

△
 
1
,
9
2
1
,
0
0
0

0
△

 
2
,
0
0
0

5
,
0
7
7
,
0
0
0

1
,
6
1
1
,
0
0
0

0
3
,
4
6
6
,
0
0
0

3
1
.
7
%

「
△
2
,
0
0
0
は
看
護
教
育
教
材
整
備
事

業
へ
流
用
」

認
定
看
護
師
及
び
認
定
看
護
管
理
者

養
成
研
修
に
研
修
派
遣
を
行
う
医
療

機
関
に
対
し
て
、
研
修
費
の
一
部
を

助
成
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
研
修
会

が
あ
り
、
要
望
の
取
り
下
げ
が
あ
っ

た
た
め
。

看
護

師
の

特
定

行
為

研
修

受
講

補
助

事
業

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

0
5
,
0
0
0
,
0
0
0

4
,
6
9
2
,
0
0
0

0
3
0
8
,
0
0
0

9
3
.
8
%
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
受
講
に

要
す
る
旅
費
、
受
講
料
、
実
習
費
を

補
助
し
た
。

実
習

指
導

者
養

成
支

援
事

業
2
,
5
1
3
,
0
0
0

△
 
2
,
5
1
3
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
.
0
%

看
護
学
生
へ
の
臨
地
実
習
指
導
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
実
習
受
入
施
設
に

対
し
実
習
指
導
者
養
成
に
係
る
経
費

を
助
成
す
る
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
た
め

２
月
補
正
で
全
額
減
額
。

看
護

教
員

の
質

の
向

上
支

援
事

業
1
,
0
0
8
,
0
0
0

0
0

0
1
,
0
0
8
,
0
0
0

8
8
0
,
9
3
4

0
1
2
7
,
0
6
6

8
7
.
4
%
県
内
の
看
護
師
養
成
所
の
教
育
の
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
看
護
教
員
に

対
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

看
護

教
員

養
成

支
援

事
業

6
,
2
3
4
,
0
0
0

△
 
6
,
2
3
4
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
.
0
%

不
足
し
て
い
る
県
内
の
看
護
師
等
養

成
施
設
の
看
護
教
員
の
確
保
及
び
看

護
教
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
看
護

教
員
養
成
講
習
会
受
講
に
係
る
経
費

を
助
成
す
る
。

※
対
象
者
が
な
か
っ
た
た
め
、
２
月

補
正
で
全
額
減
額
。

周
産

期
医

療
に

関
わ

る
専

門
的

ス
タ

ッ
フ

の
養

成
事

業
4
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

1
1
0
,
0
0
0

4
,
1
1
0
,
0
0
0

4
,
1
1
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

「
1
1
0
,
0
0
0
は
助
産
師
等
待
機
手
当
支

援
事
業
か
ら
流
用
」

周
産
期
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
、

入
院
患
者
の
家
族
支
援
を
行
う
臨
床

心
理
士
の
確
保
に
要
す
る
経
費
を
補

助
し
た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

助
産

師
資

質
向

上
支

援
事

業
4
0
0
,
0
0
0

△
 
1
5
2
,
0
0
0

0
0

2
4
8
,
0
0
0

1
0
1
,
0
0
0

0
1
4
7
,
0
0
0

4
0
.
7
%

新
人
助
産
師
の
実
践
能
力
向
上
の
た

め
の
研
修
会
の
開
催
に
係
る
経
費
を

補
助
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
中
止
と
な
っ
た
研
修

会
が
あ
る
た
め
。

勤
務

環
境

改
善

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

6
,
5
4
5
,
0
0
0

0
0

0
6
,
5
4
5
,
0
0
0

5
,
3
2
1
,
2
8
9

0
1
,
2
2
3
,
7
1
1

8
1
.
3
%

医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の

離
職
防
止
・
定
着
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
、
勤
務
環
境
改
善
に
取
り

組
む
各
医
療
機
関
に
対
し
て
総
合

的
・
専
門
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
鳥
取
県
医
療
勤
務
環
境

改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
を
鳥

取
県
医
師
会
に
委
託
し
行
っ
た
。

医
師

等
環

境
改

善
事

業
1
8
,
9
0
0
,
0
0
0

1
6
,
7
5
0
,
0
0
0

0
0

3
5
,
6
5
0
,
0
0
0

3
0
,
4
3
8
,
0
0
0

0
5
,
2
1
2
,
0
0
0

8
5
.
4
%

医
師
、
看
護
師
の
勤
務
環
境
改
善
の

た
め
に
必
要
な
設
備
整
備
費
や
、
医

師
事
務
作
業
補
助
者
、
看
護
師
事
務

作
業
補
代
行
職
員
の
増
員
と
し
て
、

新
た
に
採
用
・
配
置
換
を
行
っ
た
場

合
の
人
件
費
等
に
要
す
る
経
費
を
補

助
し
た
。

鳥
取

県
女

性
医

師
就

業
支

援
事

業
1
,
8
8
4
,
0
0
0

0
0

0
1
,
8
8
4
,
0
0
0

1
,
6
0
7
,
6
5
1

0
2
7
6
,
3
4
9

8
5
.
3
%

育
児
等
で
一
時
的
に
業
務
を
離
れ
た

女
性
医
師
が
復
帰
す
る
た
め
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
教
育
や
交
流
を
通
じ
て
女
子
医

学
生
や
女
性
医
師
の
就
業
継
続
へ
の

意
欲
を
高
め
、
女
性
医
師
が
継
続
し

て
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
鳥
取
大
学
に
事
業
を
委
託
し

行
っ
た
。

臨
床

研
修

指
導

医
講

習
会

開
催

事
業

1
,
5
0
0
,
0
0
0

△
 
1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0

0
0

0
0

0
.
0
%

県
内
の
指
導
医
養
成
を
促
進
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
基
準
を

満
た
す
指
導
医
講
習
会
の
開
催
を
鳥

取
県
臨
床
研
修
指
定
病
院
協
議
会
に

委
託
し
実
施
す
る
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
し
た
た
め
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

臨
床

研
修

医
セ

ミ
ナ
ー

開
催

事
業

8
4
0
,
0
0
0

△
 
7
6
5
,
0
0
0

0
0

7
5
,
0
0
0

5
0
,
5
5
0

0
2
4
,
4
5
0

6
7
.
4
%

本
県
の
臨
床
研
修
の
魅
力
を
増
し
臨

床
研
修
医
の
確
保
を
推
進
す
る
た

め
、
著
名
な
講
師
を
招
聘
し
、
臨
床

研
修
医
を
対
象
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

鳥
取
県
臨
床
研
修
指
定
病
院
協
議
会

に
委
託
し
実
施
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
開
催
回
数

の
減
（
１
回
）
及
び
講
師
謝
金
・
旅

費
、
会
場
費
の
減
に
よ
る
も
の
。

地
域

医
療

連
携

研
修

会
開

催
支

援
事

業
8
,
3
0
2
,
0
0
0

△
 
2
,
5
4
9
,
0
0
0

0
0

5
,
7
5
3
,
0
0
0

2
7
7
,
5
5
0

0
5
,
4
7
5
,
4
5
0

4
.
8
%

４
疾
病
６
事
業
に
関
し
て
、
地
域
の

医
療
機
関
連
携
の
も
と
実
施
す
る
資

質
向
上
等
の
た
め
の
研
修
会
等
の
開

催
に
対
し
、
補
助
を
行
っ
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
研
修
会

等
の
中
止
や
規
模
縮
小
に
よ
り
事
業

費
が
減
と
な
っ
た
た
め
。

県
民

へ
の

適
正

受
診

啓
発

事
業

2
,
9
4
0
,
0
0
0

0
0

0
2
,
9
4
0
,
0
0
0

1
,
8
0
7
,
3
0
0

0
1
,
1
3
2
,
7
0
0

6
1
.
5
%

小
児
救
急
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
・
か
か
り

方
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

県
民
に
対
し
て
医
療
機
関
へ
の
か
か

り
方
啓
発
を
図
っ
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
救
急
講
座

講
師
報
償
費
、
旅
費
　
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
執
行
残

精
神

科
医

療
機

関
機

能
分

化
推

進
事

業
8
8
,
9
3
0
,
0
0
0

4
7
,
2
6
4
,
0
0
0

0
0

1
3
6
,
1
9
4
,
0
0
0

1
2
6
,
3
2
4
,
0
0
0

4
,
8
4
0
,
0
0
0

5
,
0
3
0
,
0
0
0

9
2
.
8
%
精
神
科
医
療
機
関
の
機
能
分
化
を
図

る
た
め
の
施
設
整
備
に
対
し
て
補
助

し
た
。

地
域

医
療

支
援

病
院
・

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

等
の

患
者

に
対

す
る

歯
科

保
健

医
療

推
進

事
業

0
4
,
1
0
0
,
0
0
0

0
0

4
,
1
0
0
,
0
0
0

3
,
8
5
5
,
0
0
0

0
2
4
5
,
0
0
0

9
4
.
0
%

地
域
医
療
支
援
病
院
や
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
に
お
け
る
歯
科
保
健
診

療
に
必
要
な
設
備
整
備
に
対
し
て
補

助
し
た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

急
性

期
医

療
充

実
施

設
設

備
整

備
事

業
0

5
8
,
5
1
3
,
0
0
0

0
0

5
8
,
5
1
3
,
0
0
0

4
9
,
2
7
5
,
0
0
0

0
9
,
2
3
8
,
0
0
0

8
4
.
2
%

急
性
期
医
療
を
担
う
医
療
機
関
の
基

盤
整
備
を
行
い
、
充
実
し
た
急
性
期

医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
確
保
す

る
た
め
必
要
な
設
備
整
備
に
対
し
て

補
助
し
た
。

訪
問

歯
科

衛
生

士
養

成
支

援
事

業
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

2
7
6
,
0
0
0

0
7
2
4
,
0
0
0

2
7
.
6
%

訪
問
歯
科
衛
生
士
を
養
成
し
、
口
腔

ケ
ア
の
指
導
や
在
宅
歯
科
診
療
に
従

事
で
き
る
歯
科
衛
生
士
を
養
成
す
る

た
め
の
研
修
の
実
施
に
対
し
て
補
助

し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
研
修

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
た

め
、
必
要
経
費
が
減
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
補
助
対
象
経
費
が
減
と
な
っ
た

も
の
。

女
性

医
師

就
業

環
境

整
備

事
業

0
4
0
4
,
0
0
0

0
0

4
0
4
,
0
0
0

0
0

4
0
4
,
0
0
0

0
.
0
%

女
性
医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
業
の

継
続
、
復
職
を
支
援
す
る
た
め
、
女

性
医
師
の
就
業
環
境
の
改
善
、
充
実

に
必
要
な
ハ
ー
ド
事
業
の
実
施
経
費

を
補
助
す
る
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
当
初
予
定

さ
れ
て
い
た
要
望
が
全
て
取
り
下
げ

ら
れ
た
た
め
。

看
護

教
育

教
材

整
備

事
業

0
9
,
7
3
3
,
0
0
0

0
2
,
0
0
0

9
,
7
3
5
,
0
0
0

9
,
7
3
5
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

「
2
,
0
0
0
は
認
定
看
護
師
及
び
認
定
看

護
管
理
者
養
成
研
修
受
講
補
助
事
業

か
ら
流
用
」

看
護
職
員
の
養
成
に
必
要
な
図
書
・

教
材
の
整
備
を
行
う
事
業
主
体
に
対

し
て
補
助
を
行
う
。

歯
科

衛
生

士
復

職
支

援
事

業
0

8
4
9
,
0
0
0

0
0

8
4
9
,
0
0
0

7
7
7
,
0
0
0

0
7
2
,
0
0
0

9
1
.
5
%

出
産
・
育
児
等
の
理
由
で
離
職
し
た

未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援
の

た
め
の
研
修
会
等
に
係
る
経
費
を
補

助
し
た
。
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(
単
位
：
円
)

当
初

予
算

額
補

正
予

算
額

継
続

費
及

び
繰

越
事

業
費

繰
　

越
　

額

予
 
備

 
費

支
出

及
び

流
用

増
減

計 Ａ

執
行
率

B
/
A

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用

額
の
理
由
等

事
　

業
　

名

予
　

算
　

現
　

額
支

 
出

 
済

 
額

（
決

算
額

）
B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

中
部

圏
域

に
お

け
る

安
全

安
心

な
内

視
鏡

手
技

習
得

支
援

事
業

0
4
,
8
9
5
,
0
0
0

0
0

4
,
8
9
5
,
0
0
0

4
,
5
4
5
,
0
0
0

0
3
5
0
,
0
0
0

9
2
.
8
%

中
部
圏
域
で
初
期
臨
床
研
修
医
等
の

技
術
向
上
等
を
図
る
た
め
の
設
備
整

備
を
行
う
医
療
機
関
に
対
し
て
補
助

し
た
。

預
金

利
息

等
1
,
5
9
5
,
0
0
0

0
0

0
1
,
5
9
5
,
0
0
0

7
9
8
,
9
8
7

0
7
9
6
,
0
1
3

5
0
.
1
%

鳥
取
県
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
の
預
金
運
用
益
等
の
積
立
に
係
る

経
費

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
事
業
者
の

報
告
に
基
づ
き
返
還
さ
れ
た
仕
入
控

除
税
額
が
、
見
込
み
よ
り
も
少
な

か
っ
た
た
め
。

　
　

目
　

　
　

計
2
,
0
5
8
,
6
5
0
,
0
0
0

3
0
9
,
5
9
1
,
0
0
0

0
0

2
,
3
6
8
,
2
4
1
,
0
0
0

2
,
1
7
3
,
9
7
6
,
1
6
1

5
,
9
1
3
,
0
0
0

1
8
8
,
3
5
1
,
8
3
9

9
2
%
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(
単
位
：
円
)

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

継
続
費
及
び

繰
越
事
業
費

繰
　
越
　
額

予
 
備
 
費

支
出
及
び

流
用
増
減

計 Ａ

【
保
健
師
等
指
導
管

理
費
】

保
健
師
等
教
育
研
修

事
業

1
,
4
7
1
,
0
0
0

0
0

0
1
,
4
7
1
,
0
0
0

2
7
8
,
6
5
0

0
1
,
1
9
2
,
3
5
0

1
8
.
9
%

進
展
す
る
保
健
医
療
と
住
民
の
ニ
ー
ズ

が
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
に

対
応
す
る
た
め
保
健
師
等
に
対
し
知

識
・
技
術
獲
得
の
た
め
の
研
修
等
を
実

施
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
研

修
会
の
中
止
等
と
な
っ
た
た
め
。

准
看
護
師
試
験
等
実

施
費

9
5
5
,
0
0
0

0
0

0
9
5
5
,
0
0
0

3
0
9
,
6
6
5

0
6
4
5
,
3
3
5

3
2
.
4
%

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令
に
基

づ
き
、
鳥
取
県
准
看
護
師
試
験
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
申
請
に
対
し
免
許
証
を

交
付
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
、
例
年
よ
り
規
模
を
縮
小

し
て
試
験
を
実
施
し
た
た
め
。

看
護
職
員
研
修
補
助

事
業

2
,
6
0
0
,
0
0
0

0
0

0
2
,
6
0
0
,
0
0
0

2
,
6
0
0
,
0
0
0

0
0

1
0
0
.
0
%

公
益
社
団
法
人
鳥
取
県
看
護
協
会
に
よ

る
各
種
研
修
の
実
施
に
対
し
て
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
県
内
の
看
護
職
員
の
資

質
向
上
を
図
っ
た
。

事
　
業
　
名

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用
額

の
理
由
等

予
　
算
　
現
　
額

支
 
出
 
済
 
額

（
決
算
額
）

B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

執
行
率

B
/
A
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当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

継
続
費
及
び

繰
越
事
業
費

繰
　
越
　
額

予
 
備
 
費

支
出
及
び

流
用
増
減

計 Ａ
事
　
業
　
名

事
業
の
計
画
と
実
績
・
成
果
、
不
用
額

の
理
由
等

予
　
算
　
現
　
額

支
 
出
 
済
 
額

（
決
算
額
）

B

翌
年
度

繰
越
額

C

差
引
残
額

（
不
用
額
）

Ａ
-
Ｂ
-
Ｃ

執
行
率

B
/
A

助
産
師
出
向
支
援
事

業
1
,
3
2
1
,
0
0
0

0
0

0
1
,
3
2
1
,
0
0
0

6
4
5
,
9
1
3

0
6
7
5
,
0
8
7

4
8
.
9
%

医
療
機
関
に
お
け
る
助
産
師
就
業
の
偏

在
や
助
産
師
実
践
能
力
の
向
上
等
を
図

る
た
め
鳥
取
県
看
護
協
会
に
委
託
し
事

業
を
実
施
し
た
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
助
産
師
出

向
支
援
事
業
委
託
の
精
算
に
よ
る
請
負

差
額

看
護
職
員
等
充
足
対

策
費

7
5
3
,
0
1
9
,
0
0
0

△
 
3
2
,
6
8
6
,
0
0
0

0
△
 
1
,
3
8
1
,
9
4
0

7
1
8
,
9
5
1
,
0
6
0

7
1
7
,
0
1
4
,
5
4
7

0
1
,
9
3
6
,
5
1
3

9
5
.
2
%

「
△
5
6
3
,
0
0
0
は
鳥
取
看
護
専
門
学
校

管
理
運
営
費
へ
流
用

△
8
1
8
,
9
4
0
は
倉
吉
総
合
看
護
専
門
学

校
管
理
運
営
費
へ
流
用
」

県
内
に
就
業
す
る
看
護
職
員
等
の
確
保

及
び
離
職
防
止
の
た
め
、
修
学
資
金
の

貸
付
け
、
病
院
内
保
育
施
設
の
運
営
費

補
助
等
を
行
っ
た
。

認
定
看
護
師
養
成
研

修
事
業
（
単
県
）

2
,
2
5
0
,
0
0
0

0
0

0
2
,
2
5
0
,
0
0
0

0
0

2
,
2
5
0
,
0
0
0

0
.
0
%

看
護
の
専
門
分
野
に
お
い
て
、
熟
練
し

た
看
護
技
術
と
知
識
を
持
ち
、
水
準
の

高
い
看
護
実
践
が
で
き
る
認
定
看
護
師

を
積
極
的
に
養
成
し
、
県
内
の
看
護
現

場
に
お
け
る
質
の
向
上
を
図
る
。

不
用
額
3
割
以
上
の
理
由
：
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
研
修
が
中
止
に
な
っ
た
等
の
理

由
で
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
要
望
が

全
て
取
り
下
げ
ら
れ
た
た
め
。

　
　
目
　
　
　
計

7
6
1
,
6
1
6
,
0
0
0

△
 
3
2
,
6
8
6
,
0
0
0

0
△
 
1
,
3
8
1
,
9
4
0

7
2
7
,
5
4
8
,
0
6
0

7
2
0
,
8
4
8
,
7
7
5

0
6
,
6
9
9
,
2
8
5

9
9
%
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(
単

位
：

円
)

当
初
予
算
額

補
正
予
算
額

継
続
費
及
び

繰
越
事
業
費

繰
　
越
　
額

予
 
備
 
費

支
出
及
び

流
用
増
減

計 Ａ

【
病

院
費

】

自
治

体
病

院
補

助
事

業
9
2
,
1
9
2
,
0
0
0

0
0

0
9
2
,
1
9
2
,
0
0
0

9
2
,
1
9
1
,
2
4
2

0
7
5
8

1
0
0
.
0
%

山
間

へ
き

地
の

適
正

な
医

療
を

確
保

す
る

た
め

、
当

該
地

域
に

公
立

病
院

を
設

置
す

る
町

に
対

し
、

病
院

整
備

事
業

企
業

債
の

返
還

利
息

の
１

／
２

を
助

成
し

た
。

対
象

病
院

：
岩

美
病

院
、

智
頭

病
院

、
西

伯
病

院
、

日
南

病
院

、
日

野
病

院

県
立

病
院

運
営

事
業

2
,
8
6
7
,
3
0
0
,
0
0
0

△
 
3
,
7
8
1
,
0
0
0

0
0

2
,
8
6
3
,
5
1
9
,
0
0
0

2
,
8
5
9
,
7
5
5
,
2
7
3

0
3
,
7
6
3
,
7
2
7

9
9
.
7
%

地
方

公
営

企
業

法
に

基
づ

き
、

県
立

病
院

に
関

す
る

運
営

費
等

の
必

要
経

費
を

一
般

会
計

か
ら

病
院

事
業

会
計

に
繰

入
れ

を
行

っ
た

。

　
　

目
　

　
　

計
2
,
9
5
9
,
4
9
2
,
0
0
0

△
 
3
,
7
8
1
,
0
0
0

0
0

2
,
9
5
5
,
7
1
1
,
0
0
0

2
,
9
5
1
,
9
4
6
,
5
1
5

0
3
,
7
6
4
,
4
8
5

1
0
0
%

【
鳥

取
看

護
専

門
学

校
費

】

鳥
取

看
護

専
門

学
校

管
理

運
営

費
2
1
,
9
9
9
,
0
0
0

1
,
0
9
8
,
0
0
0

0
5
6
3
,
0
0
0

2
3
,
6
6
0
,
0
0
0

2
1
,
5
7
2
,
9
4
5

0
2
,
0
8
7
,
0
5
5

9
8
.
1
%

「
5
6
3
,
0
0
0
は

看
護

職
員

等
充

足
対

策
費

か
ら

流
用

」

鳥
取

看
護

専
門

学
校

の
管

理
運

営
に

要
す

る
経

費

　
　

目
　

　
　

計
2
1
,
9
9
9
,
0
0
0

1
,
0
9
8
,
0
0
0

0
5
6
3
,
0
0
0

2
3
,
6
6
0
,
0
0
0

2
1
,
5
7
2
,
9
4
5

0
2
,
0
8
7
,
0
5
5

【
倉

吉
総

合
看

護
専

門
学

校
費

】

倉
吉

総
合

看
護

専
門

学
校

管
理

運
営

費
3
2
,
8
9
0
,
0
0
0

△
 
1
,
1
3
1
,
0
0
0

0
8
1
8
,
9
4
0

3
2
,
5
7
7
,
9
4
0

3
1
,
1
5
2
,
0
2
4

0
1
,
4
2
5
,
9
1
6

9
4
.
7
%

「
8
1
8
,
9
4
0
は

看
護

職
員

等
充

足
対

策
費

か
ら

流
用

」

倉
吉

総
合

看
護

専
門

学
校

の
管

理
運

営
に

要
す

る
経

費

　
　

目
　

　
　

計
3
2
,
8
9
0
,
0
0
0

△
 
1
,
1
3
1
,
0
0
0

0
8
1
8
,
9
4
0

3
2
,
5
7
7
,
9
4
0

3
1
,
1
5
2
,
0
2
4

0
1
,
4
2
5
,
9
1
6

9
6
%

5
,
8
3
4
,
6
4
7
,
0
0
0

2
7
3
,
0
9
1
,
0
0
0

0
8
,
0
0
0
,
0
0
0

6
,
1
1
5
,
7
3
8
,
0
0
0

5
,
9
0
7
,
4
9
6
,
4
2
0

5
,
9
1
3
,
0
0
0

2
0
2
,
3
2
8
,
5
8
0

9
7
%

差
引

残
額

（
不

用
額

）
Ａ

-
Ｂ

-
Ｃ

執
行

率
B
/
A

事
業

の
計

画
と

実
績

・
成

果
、

不
用

額
の

理
由

等

 
合

　
　

　
計

事
　

業
　

名

予
　
算
　
現
　
額

支
 
出
 
済
 
額

（
決
算
額
）

B

翌
年

度
繰

越
額

C
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８
　

予
備

費
の

充
用

調
べ

  
 

　
該

当
な

し

９
　

繰
越

関
係

調
べ

  
 

　
　

（
１

）
継

続
費

逓
次

繰
越

調
べ

  
 

　
　

　
　

該
当

な
し

　
　

（
２

）
 繰

越
明

許
費

調
べ

  
 

（
単

位
：
円

）

既
収

入
特

定
財

源

繰
入

金

医
務

費
鳥

取
県

地
域

医
療

介
護

総
合

確
保

基
金

事
業

費
5
,9

1
3
,0

0
0

5
,9

1
3
,0

0
0

１
０

　
収

入
証

紙
取

扱
調

べ
　

　
　

　
有

　
　

・
　

　
無

１
１

　
現

金
の

取
扱

状
況

　
　

　
（
１

）
　

現
金

取
扱

状
況

（
単

位
：
円

）

1
5
1
,5

0
0

　
　

　
（
２

）
　

つ
り

銭
の

状
況

該
当

な
し

繰
　
越
　
理
　
由

医
療

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
整

備
事

業
に

お
い

て
、

事
業

者
と

接
続

先
と

の
設

計
等

に
お

け
る

調
整

に
時

間
を

要
し

、
事

業
完

了
が

遅
延

し
た

。
ま

た
、

精
神

科
医

療
機

関
機

能
分

化
推

進
事

業
（
設

備
整

備
）
に

お
い
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　　ウ　山　林 該当なし

　　エ　不動産売却等 該当なし

　　オ　財産の交換 該当なし

　　カ　動　産（船舶、浮標、浮桟橋、浮ドック、航空機） 該当なし

　　キ　物　権　キ　物　権 該当なし

　ク　無体財産権（特許権、著作権、商標権、実用新案権等） 該当なし

　ケ　有価証券 該当なし

　コ　出資による権利　

前年度末 本年度末

（数量、金額） 増 減 （数量、金額）

円 円 円 円

 （２）金券類の保有状況

ア　金券の保有状況

　　有　・　無

出資
公益財団法人鳥取
県臓器・アイバンク

合　　計 250,640,000 0 0 250,640,000

52,640,000 0 0 52,640,000

（令和３年３月３１日現在）

区　　分
本　　年　　度　　中

法　人　名 備考

出資 198,000,000
学校法人自治医科
大学

0 0 198,000,000
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３
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３
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３
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４
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所
氏

　
　

　
　

　
名

鳥
取

市
江

津
字

土
橋

3
7
0
-
1

電
柱

１
、

支
線

１
H

元
.4

.1
H

3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

 3
,0

0
0

3
,0

0
0

鳥
取

市
秋

里
字

松
下

6
1
7
-
4

電
柱

1
H

元
.4

.1
H

3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

 1
,5

0
0

1
,5

0
0

鳥
取

市
江

津
字

土
橋

3
7
0
-
1

電
柱

2
、

支
線

１
S
6
0
.4

.1
H

3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

 4
,5

0
0

4
,5

0
0

鳥
取

市
江

津
字

西
皆

竹
3
3
0
-
1

電
柱

１
、

支
線

１
H

6
.9

.1
3

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

 3
,0

0
0

3
,0

0
0

鳥
取

市
秋

里
6
5
1
-
3

電
柱

１
、

支
柱

１
H

2
8
.9

.2
1

H
3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

 3
,0

0
0

3
,0

0
0

鳥
取

市
秋

里
6
5
1
-
3

配
電

線
４

条
H

2
8
.1

0
.3

H
2
8
.1

0
.3

H
2
8
.1

0
.3

～
R

3
.3

.3
1

年
額

 1
,5

0
0

1
,5

0
0

新
規

文
書

ＩＤ
：
1
6
-
0
0
0
8
4
2
4
2

鳥
取

市
秋

里
7
0
7
-
1

鳥
取

市
江

津
3
3
0
-
1

鳥
取

市
秋

里
6
5
1
-
3

電
柱

1
1

支
線

9
支

柱
5

管
路

5
.2

m

H
2
9
.7

.1
0

H
2
9
.7

.1
0

H
2
9
.7

.1
0
～

R
4
.3

.3
1

年
額

　
3
9
0
0
0

3
9
,0

0
0

新
規

文
書

ＩＤ
：
1
7
-
0
0
0
7
8
2
6
0

Ｎ
Ｔ

Ｔ
許

可
電

柱
の

２
次

占
有

鳥
取

市
秋

里
7
0
7
-
1

鳥
取

市
江

津
3
3
0
-
1

鳥
取

市
秋

里
6
5
1
-
1

支
線

７
H

3
0
.1

0
.1

H
3
0
.1

0
.1

H
3
0
.1

0
.1

～
R

4
.3

.3
1

年
額

　
1
0
,5

0
0

1
0
,5

0
0

鳥
取

市
新

品
治

町
1
-
6

中
国

電
力

(株
)鳥

取
営

業
所

長
新

規
：

文
書

ＩＤ
：
1
8
-
0
0
2
2
1
6
0
7

ガ
ス

本
管

施
設

鳥
取

市
江

津
宇

土
橋

３
１

８
－

１
ガ

ス
本

管
1
5
.4

m
H

3
1
.3

.6
S
6
0
.4

.1
H

3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

 7
,5

4
0

7
,5

4
0

鳥
取

市
五

反
田

町
6

鳥
取

瓦
斯

（
株

）
取

締
役

社
長

更
新

文
書

ＩＤ
：
1
8
-
0
0
3
1
6
2
1
1

公
衆

電
気

通
信

施
設

設
置

（
中

央
病

院
関

連
用

地
）

鳥
取

市
秋

里
宇

東
皆

竹
７

０
７

－
１

鳥
取

市
秋

里
字

松
下

6
4
9

鳥
取

市
秋

里
字

松
下

6
5
1
－

1
鳥

取
市

江
津

字
西

皆
竹

3
3
0
－

1

電
柱

9
、

支
線

6
、

支
柱

4
H

2
9
.1

0
.2

4
S
6
3
.4

.1
H

2
9
.1

0
.2

4
～

R
4
.3

.3
1

年
額

 2
8
,5

0
0

2
8
,5

0
0

鳥
取

市
湯

所
2
-
2
5
8

（
株

）
西

日
本

電
信

電
話

鳥
取

支
店

長
更

新
文

書
ＩＤ

：
1
7
-
0
0
1
6
8
6
4
6

計
1
0
2
,0

4
0

計
1
,5

1
8
,1

0
8

合
計

1
,6

2
0
,1

4
8

　
　

イ
　

建
　

　
物

　
　

　
該

当
な

し

更
新

文
書

ＩＤ
：
1
8
-
0
0
2
7
7
6
7
8

更
新

文
書

ＩＤ
：
1
8
-
0
0
3
1
7
0
0
3

電
力

供
給

に
伴

う
配

電
線

施
設

鳥
取

市
江

津
西

皆
竹

3
1
8
-
1

電
柱

1
H

3
1
.1

.2
2

H
1
1
.4

.1
H

3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

年
額

1
,5

0
0

鳥
取

市
新

品
治

町
1
-
6

中
国

電
力

(株
)鳥

取
営

業
所

長

更
新

文
書

ＩＤ
：
1
8
-
0
0
3
1
6
9
1
4

鳥
取

市
江

津
字

土
橋

3
7
0
-
1

鳥
取

市
江

津
西

皆
竹

3
1
8
-
1

ガ
ス

本
管

7
4
m

、
ガ

バ
ナ

ー
室

7
.4

㎡
H

3
1
.3

.8
H

4
.8

.1
7

年
額

4
7
,4

4
3

H
1
3
.8

.1
H

3
1
.4

.1
～

R
6
.3

.3
1

R
2
.4

.1
～

R
2
2
.3

.3
1

年
額

S
5
5
.1

2
.2

4
R

2
.4

.1
～

R
5
.3

.3
1

無
償

7
,5

4
0

鳥
取

市
五

反
田

町
6

鳥
取

瓦
斯

（
株

）
取

締
役

社
長

無
償

広
島

市
中

区
千

田
町

二
丁

目
５

番
５

号 日
本

赤
十

字
社

中
四

国
ブ

ロ
ッ

ク
血

液
セ

ン
タ

ー

更
新

文
書

ＩＤ
：
1
9
-
0
0
3
0
0
3
3
3

行
政

財
産

電
力

供
給

に
伴

う
配

電
線

施
設

H
3
1
.3

.1
8

鳥
取

市
新

品
治

町
1
-
6

中
国

電
力

(株
)鳥

取
営

業
所

長

更
新

文
書

ＩＤ
：
1
8
-
0
0
3
1
8
6
0
3

普
通

財
産

鳥
取

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

用
地

鳥
取

市
江

津
西

皆
竹

3
1
8
-
1
ほ

か
4
,1

1
0
.7

1
㎡

R
2
.4

.1

年
額

※
3
年

ご
と

に
設

定
1
,4

6
1
,6

2
5

鳥
取

市
江

津
字

西
皆

竹
3
1
8
-
1

鳥
取

県
看

護
協

会
長

貸
付

料
の

算
定

文
書

ＩＤ
：
1
9
-
0
0
3
2
9
9
5
6

ガ
ス

供
給

の
た

め
の

施
設

装
置

鳥
取

市
江

津
西

皆
竹

3
1
8
-
1

ガ
ス

本
管

5
.5

m
、

ガ
バ

ナ
ー

室
2
.9

9
㎡

H
3
1
.3

.8

看
護

研
修

セ
ン

タ
ー

用
地

鳥
取

市
江

津
西

皆
竹

3
1
8
-
1

1
,3

0
2
.0

0
㎡

R
2
.4

.1
H

2
.4

.1
0

行
政

 ・
普

通
財

産
の

区
分

貸
　

　
　

付
（
使

用
許

可
）

目
　

　
　

的
所

　
　

在
　

　
地

数
量

又
は

面
積

貸
　

　
　

付
（
使

用
許

可
）

年
　

月
　

日

当
初

貸
付

（
使

用
許

可
）

年
　

月
　

日

貸
　

　
　

付
（
使

用
許

可
）

期
　

　
　

間

貸
付

（
使

用
）
料

　
（
円

）
備

　
考
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貸
　

付
　

先

単
価

本
年

度
の

貸
付

料
住

　
　

　
所

氏
　

　
　

名

 月
額

・
年

額

無
償

無
償

 月
額

・
年

額

無
償

無
償

 月
額

・
年

額

無
償

無
償

 月
額

・
年

額

無
償

無
償

0

授
業

等
で

必
要

な
物

品
を

貸
し

付
け

る
た

め

歯
科

診
療

椅
子

(ユ
ニ

ッ
ト

一
式

)
1

モ
リ

タ
ス

ペ
ー

ス
ラ

イ
ン

ス
ピ

リ
ッ

ト
Ｖ

X
T

R
2
.4

.1
～

R
3
.3

.3
1

鳥
取

市
吉

方
温

泉
3
丁

目
7
5
1
-
5

一
般

社
団

法
人

鳥
取

県
歯

科
医

師
会

県
立

歯
科

衛
生

専
門

学
校

授
業

等
で

必
要

な
物

品
を

貸
し

付
け

る
た

め

歯
科

診
療

椅
子

(ユ
ニ

ッ
ト

一
式

)
1

シ
グ

ノ
タ

イ
プ

G
2
0

R
2
.4

.1
～

R
3
.3

.3
1

鳥
取

市
吉

方
温

泉
3
丁

目
7
5
1
-
5

一
般

社
団

法
人

鳥
取

県
歯

科
医

師
会

県
立

歯
科

衛
生

専
門

学
校

鳥
取

市
吉

方
温

泉
3
丁

目
7
5
1
-
5

一
般

社
団

法
人

鳥
取

県
歯

科
医

師
会

県
立

歯
科

衛
生

専
門

学
校

授
業

等
で

必
要

な
物

品
を

貸
し

付
け

る
た

め

歯
科

診
療

椅
子

(ユ
ニ

ッ
ト

一
式

)
2

ス
ペ

ー
ス

ラ
イ

ン
ス

ピ
リ

ッ
ト

タ
イ

プ
Ｃ

Ｕ
－

3
7
0

R
2
.4

.1
～

R
3
.3

.3
1

鳥
取

市
吉

方
温

泉
3
丁

目
7
5
1
-
5

一
般

社
団

法
人

鳥
取

県
歯

科
医

師
会

県
立

歯
科

衛
生

専
門

学
校

使
用

場
所

貸
付

目
的

備
　

考

合
計

(２
)　

物
品

(１
品

の
取

得
価

格
が

１
０

０
万

円
以

上
の

も
の

)

品
　

名
数

　
量

規
格

・
銘

柄
貸

付
期

間

貸
付

料
　

(円
)

授
業

等
で

必
要

な
物

品
を

貸
し

付
け

る
た

め

歯
科

診
療

椅
子

(ユ
ニ

ッ
ト

一
式

)
4

ヨ
シ

ダ
　

ノ
バ

セ
リ

オ
ス

テ
ッ

プ
タ

イ
プ

２
型

R
2
.4

.1
～

R
3
.3

.3
1
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１
４

　
借

受
不

動
産

明
細

調
べ

借
受

先

単
 価

本
年

度
の

借
料

 月
額

・
年

額

無
償

合
　

計
1
6
5
5
.0

8
㎡

0

１
５

　
職

員
駐

車
場

の
管

理
状

況
調

べ
該

当
な

し

１
６

　
寄

附
物

件
の

受
納

状
況

調
べ

該
当

な
し

（
令
和
３
年
３
月
３
１
日
現
在
）

売
払

棄
却

の
別

処
　
分

年
月
日

売
払
額

処
分
費
用

円
円

H
1
8
.
2
.
2
2

H
2
8
.
3
.
3
1

0

１
８

　
現

金
、

有
価

証
券

、
物

品
の

亡
失

、
損

傷
調

べ
（
１

）
　

亡
失

、
損

傷
の

報
告

状
況

　
　

　
有

　
・
　

無
　

（
２

）
　

物
品

確
認

の
実

施
状

況
　

　
　

有
　

・
　

無
　

0
R
3
.
3
.
3
0

光
重
合
器

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

R
3
.
3
.
2
9

棄
却

老
朽
化
の
た
め

品
　
　
名

(
規

格
・

銘
柄
)

(
保
管
換
年
月
日
)

取
得
年
月
日

不
　
用

決
　
定

年
月
日

処
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

備
　
考

売
払
方
法
・

棄
却
理
由

合
　
　
計

１
７

　
備

品
の

処
分

状
況

調
べ

備
　

考
契

約
書

の
有

無
借

受
期

間
借

　
　

料
　

（
円

）
住

　
　

所
氏

　
　

名

H
2
1
.7

.1
5

～
H

2
2
.3

.3
1

(自
動

更
新

)

無
償

鳥
取

県
鳥

取
市

吉
方

温
泉

3
丁

目
7
5
1
-
5

一
般

社
団

法
人

鳥
取

県
歯

科
医

師
会

区
　

分
種

　
別

借
受

（
使

用
）
目

的
所

　
在

　
地

数
量

又
は

面
　

　
　

積

有

契
　

約
　

の
　

状
　

況

土
地

宅
地

鳥
取

県
立

歯
科

衛
生

専
門

学
校

鳥
取

市
吉

方
温

泉
三

丁
目

７
５

１
番

５
1
6
5
5
.0

8
㎡
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１
９

　
貸

付
金

等
状

況
調

べ
　

(１
)総

括
表

前
年

度
末

現
在

貸
付

残
高

本
年

度
貸

付
額

償
還

額
不

納
欠

損
額

償
還

免
除

額

(Ａ
)

(Ｂ
)

(Ｃ
)

(Ｄ
)

(Ｅ
)

(Ａ
＋

Ｂ
)－

(Ｃ
＋

Ｄ
＋

Ｅ
)

3
,1

8
4
,5

8
5
,1

2
4

5
5
1
,3

0
1
,0

0
0

1
8
4
,3

7
8
,9

8
9

0
1
6
1
,0

6
6
,6

5
0

3
,3

9
0
,4

4
0
,4

8
5

3
6
1
,7

8
6
,5

0
0

5
2
,5

6
0
,0

0
0

1
5
,7

5
8
,7

5
0

0
7
,4

4
0
,0

0
0

3
9
1
,1

4
7
,7

5
0

8
4
6
,4

9
6
,8

4
7

8
6
,8

8
0
,0

0
0

3
2
,0

4
4
,0

0
0

0
5
4
,4

3
2
,0

0
0

8
4
6
,9

0
0
,8

4
7

6
3
3
,7

2
0
,0

0
0

5
2
,8

0
0
,0

0
0

0
0

4
7
,5

2
0
,0

0
0

6
3
9
,0

0
0
,0

0
0

8
2
0
,6

5
0
,0

0
0

1
3
7
,8

5
0
,0

0
0

0
0

0
9
5
8
,5

0
0
,0

0
0

5
3
,0

0
0
,0

0
0

3
,6

0
0
,0

0
0

0
0

0
5
6
,6

0
0
,0

0
0

3
8
5
,2

0
0
,0

0
0

4
8
,6

0
0
,0

0
0

0
0

0
4
3
3
,8

0
0
,0

0
0

2
1
,6

0
0
,0

0
0

0
0

0
9
,6

0
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0
,0

0
0

6
,3

0
7
,0

3
8
,4

7
1

9
3
3
,5

9
1
,0

0
0

2
3
2
,1

8
1
,7

3
9

0
2
8
0
,0

5
8
,6

5
0

6
,7

2
8
,3

8
9
,0

8
2

　
(２

)償
還

状
況

(看
護

職
員

修
学
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